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動
物
愛
護
週
間

庇
．
山
干
珂
が
押
小
．
§
卿
叩
師
尚
．
加
減
，
酔
邪
餌
〃
Ⅲ
．
抄
．
●
－

繊
榊
職
磯
識
榊

臥
鍬
刎
職
燃
那
日

Ⅵ
端
然
練
輝
恥
餓
坤
．
Ｊ
弾

動物愛護とは、犬、ねこ、牛

馬などの動物に愛情をもって接

し、動物を慈しぷ守ってやると

いうことです。

動物をやたらにかわいがるこ

とを「ねこかわいがり」といい

ますが、 これはほんとうの意味

の愛情でのはありません。

動物はそれぞれの習性を持っ

ていますから、その習性をよく

知り、その習性に応じた正しい

飼い方をして、動物に苦ｿ'菊を与

えないように保護してやること

がほんとうの愛護です。

私たちは、人間と動物が共存

共栄できるような、豊かな瑚境

を作り上げていくよう努めてい

きたいものです。

高萩海岸で写す＝子犬はかわいいね
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…(第'74号） … … 犀
，
月
迩
Ｅ
嘩
鼓
老
通
則
明
ゞ
郡
日
鯏
謁
測
鯉
紳
諏
」

ぎ
日
が
ち
ょ
う
ど
日
曜
日
と
重
っ
て
、
翌

敬
老
の
日
に
は
和
歳
以
上
の
お

は
日
は
ふ
り
か
え
休
日
と
い
う
こ
と
で
す
よ
り
に
は
敬
老
記
念
品
が
贈
ら
れ

か
が
、
う
れ
し
が
っ
て
い
る
の
は
、
敬
老
市
内
で
記
歳
以
上
は
、
小
泉
は
る

た
さ
れ
る
方
か
、
敬
老
す
る
方
で
し
ょ
う
晶
歳
１
局
萩
）
を
は
じ
め
と
し

報
か
。

人
お
い
で
に
な
り
ま
す
が
、
み
な

市
ゞ
参
一
一
一
９
に
、
】
、
、
↑
；
／
、
・
、
：
↑
！

老
年
期
は
、
す
べ
て
の
人
に
必
ず
訪

敬
老
記
念
品
を
贈
る

敬
老
の
日
に
は
和
歳
以
上
の
お

(2）笏

れ
て
く
る
時
期
で
す
。
こ
の
日
は
、
お

と
し
よ
り
の
長
寿
を
祝
い
敬
老
の
心
で

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
も
う
と
い
う
こ
と

の
ほ
か
に
、
老
後
の
し
あ
わ
せ
と
は
何

か
、
豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を

送
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考

え
て
ゑ
よ
う
、
と
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ

の
目
的
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の

日
に
か
ぎ
っ
て
老
人
に
チ
ャ
ホ
ヤ
す
る

の
は
見
ぐ
る
し
い
も
の
で
す
。
ゆ
っ
く

り
考
え
て
行
動
し
た
い
一
日
で
す
。

韻上

後
の
し
あ
わ
せ

蕊鍵霧

と
し

よ
り
に
は
敬
老
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す

市
内
で
記
歳
以
上
は
、
小
泉
は
る
さ
ん

（
妬
歳
Ⅱ
高
萩
）
を
は
じ
め
と
し
て
謁

人
お
い
で
に
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

に
は
、
市
長
が
直
接
訪
門
し
て
お
祝
い

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
結
婚
印
年
以
上
で
肥
歳
に
な
ら

れ
た
、
小
野
提
、
ス
ミ
さ
ん
ご
夫
婦
に

は
、
県
か
ら
特
別
に
高
令
者
表
彰
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

○
ｍ
歳
以
上
の
約
１
，
４
８
０
人
に
市

周
か
ら
記
念
品
（
和
装
ぞ
う
り
）

○
帥
歳
以
上
の
２
８
０
人
に
敬
老
年
金

帥
歳
以
上
ｌ
弘
歳
３
千
円
、
踊
歳
以

上
５
千
円

○
踊
歳
に
な
ら
れ
た
弱
人
に
市
社
会
福

熱のはいる炬火リレー練習

茨城国体(職季大会〕
あと44日

え
よ
う毎日花に水をかけよう

総撚 識 溌蕊撫謝鋤 蹴感鰄職織熱縄職糖

こ
と
し
の
「
高
萩
市
民
号
」
は
、
ｎ

月
、
日
「
霊
山
と
相
馬
民
謡
を
た
ず
ね

て
」
福
島
県
相
馬
市
へ
運
行
す
る
こ
と

に
な
り
、
９
月
Ⅳ
日
か
ら
申
込
象
受
付

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

費
用
は
、
お
と
な
３
，
１
０
０
円
、

こ
ど
も
２
，
４
０
０
円
で
す
。
コ
ー
ス

は
歩
く
と
こ
ろ
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
幼

児
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
け
は
市
民
相
談
室
（
内
線
２
１

い
９
２
３
４
）
で
行
な
い
ま
す
か
ら
、

費
用
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
は
１
，
０
０
０
人
で
、
満
員

に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
か
ら
お
は

や
め
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

祉
協
議
会
か
ら
記
念
品
（
座
ぶ
と
ん
）

○
躯
歳
以
上
の
妬
人
に
県
か
ら
祝
金
３

千
円
、
市
か
ら
記
念
品
（
毛
布
）

市
民
号
は
相
馬
市
へ

９
月
Ⅳ
日
か
ら
受
付
け’鐸 蕊

患誘 雛 蕊蕊

舶
合
雪
、
１
Ｊ育日

Ⅷ
〃
、
岸
体
の

咄
ブ
旬
分
海
』
ｒ
、

叩
あ
討
舗
瀝
日

一
癖
一
》
討
聿
岬
▼

○
○

すま

の
い
円

て
叩

岬
歌
し即

誰
非
恥
岬

岬
市
市
．
干
凹

一
認
議
し

幸
日録

、
ノ

開
旧
時
諏

岬
捧
唾
祀
手
誌８体１燗Ⅱ

乢
昼
雲
峨
播
諦

Ⅷ
’
１
の
き
ろ麦」

州
班
‐
蹄
國
ｌ

畦

甦

一
》

笥
印

○
○

、ノ

１燗Ⅱ

雲
峨
播
諦

の
き
る諄」

歌

と
と

’
○
○

蓉示

岸
僻
い
楽

分
海
Ｊ

討
舗
瀝
同
口

幸日

一
萩
学

○
○
○
○

《

一
》
一
三
三
一
一
三
一
イ
ー
一
韮
口
〃

峰

『

研

すま

、
ノ
１

０
，
Ｉ
円
塞
￥

て
叩
癖

恥
‐
‐
‐
）
一
言
旧

一
誰
非
恥
岬
鉦者

》
市
．
一
四
”
零
，
：
＃
ゞ

望

議
レ
※希

溌

鑑

子
ァ
糸
彦
ス
か

者
郵
訓
睡
輝
淘
ほ

開
旧
時
諏
錨
田
西
あ
根
ン

や
琴
（
」
け
肌
ｐ
‐
●

唾
祀
↑
誰８
体
○
浅
安
ち
西
ァ

灘
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

デ
ザ
イ
ン

五
島
光
治
さ
ん

※整]:11券配付につ

いては後日お知ら

せします。

＝

＝

＝
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
交
通

事
故
な
ど
第
３
者
（
加
害
者
）
行
為
に

よ
り
け
が
を
し
て
、
保
険
証
で
治
療
を

受
け
た
と
き
に
は
、
そ
の
被
保
険
者

（
被
害
者
）
の
世
帯
主
は
、
す
ぐ
に
市

保
険
年
金
課
国
保
係
に
印
鑑
ご
持
参
の

う
え
お
届
け
く
だ
さ
い
。

届
出
る
事
が
ら
は

○
被
害
者
の
氏
名
・
住
所

○
加
害
者
の
氏
名
・
住
所

○
被
害
者
の
事
実
と
状
況

加
害
者
側
で
は
、
保
険
証
を
使
え
ば

医
療
費
は
３
割
負
担
す
れ
ば
よ
い
と
考

え
て
い
る
方
が
い
ま
す
が
、
国
保
の
７

割
給
付
は
一
時
立
替
え
給
付
で
す
か
ら

交
通
事
故
で
ケ
ガ
し
た
ら

市
に
届
け
を
忘
れ
ず
に

被
害
者
が
国
民
健
康
保
険
証
を
使
う
使

わ
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
加
害
者
は
、

医
療
茜
の
全
額
を
弁
償
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
国
保
で
給
付
し
た
７

割
額
分
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
市
が
加

害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

。
必
ず
警
察
に
届
け
る

・
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る

・
目
撃
者
を
さ
が
す

・
免
許
証
や
車
体
検
査
証
を
確
認
す
る

詳
し
い
こ
と
は
、
市
保
険
年
金
課
国

保
係
（
内
線
２
２
６
）
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

柾
か
耐
ざ
の

繼
難
雄
物
⑥
キ
キ
ョ
ゥ

草
む
ら
の
中
に
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
す
っ
き
り
と
し
た
姿
で
咲
く
桔
梗

（
キ
キ
ョ
ウ
）
の
花
は
、
花
の
色
が
紫
で
他
の
色
と
ち
が
っ
て
品
よ
く

感
じ
ら
れ
、
昔
か
ら
日
本
人
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
の
草
地
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
立
秋
を
す
ぎ
れ
ば
盛
ん
に

咲
く
の
で
、
暦
の
う
え
で
は
秋
の
花
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
咲

き
は
じ
め
る
の
は
盛
夏
の
初
め
こ
ろ
か
ら
で
す
。

根
は
、
セ
キ
ど
め
、
タ
ン
き
り
、
解
熱
、
強
壮
の
効
あ
り
と
漢
薬
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

は
ぎ
お
ば
な
き
き
よ
う
か
る
か
や
お
み
な
え
し
ぐ
ず

ふ
じ
ば
か
ま
は
秋
の
七
草

(国保）

10 10 10 10

月月月月
8 6 5 2

日日日日

９
月
配
目

９
月
”
日

９
月
晦
日

教
育
委
員
会
が
移
転

市
教
育
委
員
会
が
、
中
央
公
民
館

か
ら
大
和
町
１
の
５
（
旧
農
協
本
所
）

へ
移
転
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

２
穂
諦
《
嘔
画
皿
串
加
壗
韮
魂
詞
江

｜
運
動
会
の
お
知
ら
せ
一

松
岡
小
（
幼
）
、
上
君
田

小
、
高
萩
中
、
君
田
中

高
燕
小
、
秋
山
中

東
小
、
秋
山
小
（
幼
）

下
君
田
小

第
一
幼

東
幼

櫛
川
小

高
萩
・
秋
山
保
育
所

]1 U･苫
三

＝

ニ

ー

ニ

ー

ニ

ー

ニ

：＝

＝

=

三

三

二

三

三
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三

冒 みんな集まれ／
三 :: :::: ､品::: ::識三 ：:::::: 糞 ::::::: 琴: E: 目 垂

言蕊藤蕊懇溌蝋釧翻勢
三
二 : 日巽豐 : : : : ‘基音 :呂塞: 目目:目ﾆ ﾆ ﾆ “ . ﾆ ﾆﾆ : ﾆﾆ ﾆﾆﾆﾆ:

言 海岸の提防を利用して、安全で楽し

三 く走れる「高萩海岸サイクリング．ソ

三一ン」ができました。体力づくりに大
＝

妄いに活用してください。

二 また次により 「おはようこどもサイ

三クリング」を催しますから、ふるって

三参加してください。
ニ

ミレと き9月15日（日）
言 午前6.OO～8.○○
三伝ところ有明町市営住宅前（集合）
言 （参加者に記念品を差上げます）
己

貞"嘩熱舟隷鵜 群蕊 泌.識耀 率－－t "識#獺蹴麓: ‘
弓 ‘ ､ ‘ ‘ ､ r ‘

I 『 ･H lI I ﾛ‘ UI l－ﾛU I II Dq I ll hp P1 1 h ‘U I1 I U』, ll l P1 hl I II d lI l ﾛ 'I l lUq Il I ‘q '1 1 11‘ U Il II p DI ll Ⅱ ,､ 1 11 ' ﾛﾛ 1 11 ﾛ 11 l b ‘UfI l F‘j l llⅡ ﾛ IlI1 D1ⅡI Pq I l- -11q b I lI R‘I I I UI 1 1 I U ．DIll U ,q ll l ',U I L
＝ ニ

ニ ー ニー ー

： 職⑳全駁驚寶全璽勤三
睾

喜 9月21日→9月30日睾
皇 三

一 冒
鼻 国体を招くこの道 弓 皇

汚すな事故で ミ ミ
冒 亭

思心 夏 三 弓

手 蓋開8が体 ＝至ゞ
言 に る終み ＝ 亭

みる 曼 皇
が

三

＝

＝

＝

＝

二

＝

識総鴬
§

§§

識

壜…

三

＝

三

三

スモーキン・クリーン

街を自然を美しく
＝

二

＝

＝

＝

＝

＝

三

二

二

二

三

二

三

三
ミ

三

三

三

三

三

三

冒

三

タバコの投け．すてはやめましょう
二

言
三

｡一→÷－

居】秒 三
三

＝

三

二

R本専売公枡
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…碍鶏…茨城県民手帳の

申込み受付中です

1975年版の茨城県民手帳の予約を受付

けています。体裁、内容はほぼ例年どお

りで、 12m×7c"↓のポケット手II展型で、

254ページ、 メモ棚や換算表など一般的

な事項のほか、県|對係の統計資料、出先

機関、諸施設の一覧などが豊富に盛込ま

れています。ねだんは1冊160円です。

各連結員さんに申込承とりまとめをお

願いしてありますが、直接の場合は市庶

務課（内線256）へどうぞ。

締切りは9月25日までです。

_ これからの家庭づくり一

｜のために．若者の集い
結婚を控えた若者の集いを、高萩市、

高萩保健所共催で開きます。これからの

家庭づくりのために、幸せな家庭生活を

きづくために． ．…． 、仲間で語りあってみ、

ませんか。ぜひお出かけください。

と き9月25日 （水）
午前9.○○～午後3．3○

ところ高萩市中央公民館

なお、血液検査を無料で行なL､ます。

昼食は各|卦ご持参ください。

たたいま郵政職員

を募集しています

し職種外務職

し採用予定数約1,250名

し受験資格昭和50年4月1日現在で15歳

以上35歳以下の男子

伝受付期間昭和49年9月1日～9月30日

似試験日 10ﾉ｣中旬

し採川予定月日昭和50年4月1日

し勤務先東京都、神奈川県、埼玉県

千葉県内

申込み､、その他詳しいことについては

最寄りの郵便局でおたずねください。

（高萩郵便局〕

鍔
蕊

蕊

蕊
国民年金

§

… ……職

だきました。 この貴重な資料を参考にし

て、献血の組織化を固るための運動を推

し進めたいと考えております。その節に

はよろしくご協力のほどお願いいたしま

す。調査の結果は次のとおりでした。

■血液型

A型 5.492人（36.5％）

B型 3.057人（20.3％）

AB型 1.615人(10_8%)

0型 4.878人〔32’4％）

■献血を受けたことが

有 1.224人（5.9％）

無12.158人(58.9％）

■献血や輸血をしたことが

有 3623人（17.5％）

無14.584人（70.6％）

■家族や知人が輸血で困ったことが

ある 1.153世帯（21.5％）

ない3.995世帯（74.5％）

■献血をすると身体に変調きたすと

思う 1.377世帯（25.6％）

思わない3.571世帯（66.6％）

（高萩青年会議所）

’ 9月から特別福祉手当
が支給されます

このたび、児童扶養手当法の1部改正

により、新たに特別福祉手当制度が設け

られ、 9月から月額3千円が支給される

ことになりました。

この制度は、心身障害児者対策のひと

つとして設けられたもので、手当の支給

対象者の障害の程度は次のとおりです。

○重度の精神薄弱と重度の身体障害が重

複しているため、 日常生活で常に特別

の介護を必要とする程度のものです。

（20歳以上の者でも該当します。 ）

・特別児童扶養手当の支給対象になって

いる者

・国民年金法による1級障害福祉年金の

支給対象者

・身体障害者手|辰（2級以上）の交付を

受けている者

・療育手帳の交付を受けている者

詳しいことについては、市保|炭年金課

（内線226）におたずねください。

「公民館の書道講座生の
作品展を開きます

公民館の書道識座生（1年～2年）の

作品展を開きます。 これまでの練習の成

果を発表しますので、ぜひお出かけくだ

さい。

と き9月21日～23日

午前9.OO～午後5.○○

ところ中央公民館2階大会議室
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皇 昏
皇 市の人口と世帯数 言
菖 冒
菖 8月1日現在 前月比 皇
冒 冒

弓人ロ 30． 141人 （増24） 弓
弓 冒

皇 男 14． 783人 （増6 ） 苣
三

冒 女 15．358人 （増18） 与
弓 三

舎世帯 8．080世帯 （増2） 言
弓,叩,01 ,u II lI ‘ DI I,.MIlIu ･1 1 ,1 ,M‘ 11 ，，, ﾛ 11 1., 1,1 ‘ .,『11. u 11 , . .1 1 ,M, jI I‘ ･･1 ,, 1.. , , ﾛ . ,, ﾛ .‘ 1脚ﾛ･q1II3,,z川I ,画凹

「燃えないゴミの収集日
(10･ 1 1月)－

地 域 別 ｜ ］0月

秋III 、島名、北方 1．16

大能、中戸川、福平､若栗2．18

上君F日、下君田、松川 3．19

間浜町、東本町 5．22

有lﾘ1町、肥前町 7．23

安良川 9．24

本町、春日町､大和町 8．25

騨廃憩騨句蔦滝､ n.2‘
上手綱、下手綱、赤浜 12．30

域 別 ｜ ］0月 l 11ﾉ子
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血液型調査に

ご協力ありがとう

当青年会議所が行ないました「血液型

調査」につきましては、市民の皆さんの

ご理解とご協力をいただき、 まことにあ

りがとうございました。

調査人員20,637人(5.361世帯）のう

ち73％にあたる15.042人から回答をいた
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